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●9月30日 菊陽町長選挙が投開票されました
今回、どちらの候補者がということではなく、私なりにできるだけ中立的な観
点で菊陽町長選挙を振り返りたいと思います。
結果は現職の後藤みつお氏が得票数7,737票で4期目の当選。新人の𠮷本たか

とし氏の得票数は7,307票、その差は430票でした。
この差をどう捉えるか、様々な意見があるかと思いますが、新聞などの報道で
もいわれているように、私は「僅差」であったと感じています。
結果として現職が当選したのは民意であるが、と同時に現職への批判票がかな
り多かったというのもまた民意であると考えます。後藤町長はマスコミ等へ「僅
差という結果は、しっかりと受け止めなければならない」と語っている通り、僅差の理由を考えて政策に反
映させなければならないと思います。

●投票率は47.31％
前回の町長選挙の投票率は、過去最低の46.00％。今回の町長選挙の投票日当日は台風が接近する中で
あったにも関わらず、これを1.31％と若干上回る投票率となりました。しかし投票者が有権者の半分にも
満たない状況であり、政治への関心の薄さがうかがえます。また、後述の通り期日前投票についての問題も
原因のひとつであると考えます。

●期日前投票
投票所入場券（投票所に持参するハガキ）に記載されているの
でご存知であるかと思いますが、期日前投票ができるのは、菊陽
町役場は告示日の翌日から投票日の前日までの4日間に対し、光
の森町民センター（キャロッピア）は投票日前日の1日間のみでし
た。このことについては既に新聞等でも報道されましたし、私自
身、光の森周辺の住民の方々からは「西側の住民を軽視している」
といった批判の声をかなりお聞きしました。
こういったことが、政治への無関心に拍車をかける部分もある
のではないかと考えます。どちらの投票所も平等に期日前投票の
期間を設けてもらいたいと思います。

●投票率の向上に向けて
選挙の投票率は、政治への関心のバロメーターであると思っています。政治とは、我々の生活に直結して
おり、選挙での投票は、政治への参加の大切な機会のひとつです。
町政への関心をもっていただくためにも、私はこの「大久保あきら通信」を発行させていただいておりま
す。それ以外においても、どうすれば町政への興味・関心をもっていただけるのかを考え、行動していきたい
と思っています。
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